
女満別空港地域観光プラットフォーム
観光ビジョン（中間とりまとめ）
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平成30年3月
ひがし北海道の玄関口「女満別空港」を軸としたオホーツク地域の観光ビジョンに関する地域協議会

「自然・食・体験観光を推進した地域づくり」
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観光ビジョン及び
地域プラットフォームについて
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• 近年、オホーツク地域への観光入込客数は道内
他圏域と比較して伸び悩んでいる。最近急増して
いる外国人観光客も道央・道南圏に集中しており、
オホーツク地域への波及は小幅にとどまっている。こ
のような状況に鑑み、地域における課題を解決し、
より多くの観光客を誘客、ひいては地域の活性化
を図ることを目的・背景として地域協議会を設置
した。

• 同会議体は予算や実行部隊を有さない会議体で
あり機能には限界がある一方で、オホーツク地域を
盛り上げたいという強い想いから、地域からのアイデ
ア・情報発信を主な機能と考えた。

• 本ビジョンは、現状は各市町村レベルに止まってい
る情報や課題等を観光の観点に特化して、地域と
して取りまとめた（広域化）ものである。
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3
4 ひがし北海道の玄関

口となる女満別空港
の活性化、地域交通
ネットワークの整備、地
域観光素材の魅力向
上、観光客受入体制
の整備などを進め、こ
の地域全体の活性化
を図る。

女満別空港の民間委
託を機に、空港を軸と
した拠点周遊を促進
することを目標とし、そ
のために必要な課題の
抽出及び解決方策の
青写真を描き発信して
いくことを地域プラット
フォームの目的とする。

実行部隊としてはＤＭ
Ｏ、民間団体等を想
定。適切な役割分担
に基づき、ビジョン実現
に向けて、道をはじめ
各市町の施策検討の
際の参考とする。

コンテンツやメニューのア
イデアを出し、利用促
進のための選択肢を用
意し誘客に結びつけて
いく。空港利用の促進、
多くの客を受け入れる
ための空港機能の強
化を図る。

目的 背景

道内７空港への民間委託手法導入に向けた検討が進む中、今後の道内空港の運営の在り方及びコンセッション導入に向けた進め
方について協議が進んでいる。当地域に誘客を図るためには、玄関口である女満別空港の利便性の向上、空港から各地域への交
通アクセスの充実といった交通ネットワークの整備だけでなく、地域観光素材の魅力向上、観光客受入体制の整備などを進めること
で、広域観光周遊ルートを形成し、当地域全体の活性化を図ることが不可欠である。このような状況下で、網走市・大空町・北見
市は『ひがし北海道の玄関口「女満別空港」を軸としたオホーツク地域の観光ビジョンに関する地域協議会』を設置し、女満別空
港のあり方並びに同地域における観光資源の発掘及び活用に関して検討することとした。
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観光ビジョンのコンセプト：「自然・食・体験観光を推進した地域づくり」

観光客 企業

団体行政

ひがし
北海道

DB

住民

海外

女満別
空港

道内

空港

観光地

観光地

観光地

二次交通の充実

•移動がレジャー(サイクリスト誘致
のためのロード・施設等の整備)

•移動時間を長いと感じさせない観
光関連企画（観光列車等）

•夜間移動手段の拡充（夜行バ
ス・夜行列車等）

魅力的な観光素材の創出

•観光資源の共有と住民の観光産
業に向けた意識づけ

•工場、農場、牧場、菜園等を活
用した体験型のコンテンツの整備

•レンタカー周遊モデルコースの整
備・策定

担い手・情報発信の強化

•情報共有の仕組みの構築
•ひがし北海道全体をDB 化
•SNSの活用による発信
•多言語対応による発信 等

観光資源（原石）

自然・食・施
設・店舗・文
化・歴史・娯楽

観光地

磨き上げて

一体化
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女満別空港と
オホーツクの観光を取り巻く現状
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（出所）国土交通省「空港利用状況概況集計表」、各空港HP

女満別空港の概要（1/2）

稚内空港

旭川空港

新千歳空港

函館空港

釧路空港

帯広空港

女満別空港

一日当たり便数

女満別空港 6往復（ANA3, JAL3）

稚内空港 2往復（ANA）

函館空港 2往復（ANA）

釧路空港 3往復（ANA）

根室中標津 3往復（ANA）

民間委託対象の道内7空港

新千歳便の便数
国内線 国際線 合計

新千歳空港 18,824,306 2,720,726 21,545,032

函館空港 1,541,279 202,420 1,743,699

旭川空港 1,006,429 116,005 1,122,434

女満別空港 780,832 0 780,832

釧路空港 723,655 5,910 723,655

帯広空港 622,597 0 628,507

稚内空港 192,670 0 192,670

乗降客数（H28年度統計）

道内の13空港のうち、今回の一括民間委託の対象となっているのは7空港で
あるが、そのうち女満別空港は乗降客数を基準とすると4番目の大きさである。

女満別空港は、網走市中心部から南西約22kmに位置するオホーツク総合
振興局管内の主要空港である。周辺地域には知床国立公園、阿寒摩周国
立公園や網走国定公園などを有しており、道東観光の拠点となっている。

また、平成30年3月現在、羽田、新千歳、中部の国内3路線、計12往復/
日が就航しているが、 ANA・JALの両社が新千歳便を飛ばすなど、その便数
も6往復/日と道内で最も多く、道内アクセスの利便性も高い。
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空港利用実績主要指標（平成18年度～平成28年度）

（出所）空港管理状況調書

女満別空港の概要（1/2）

（千人）

国内線・国際線旅客数（平成6年度～平成28年度）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

国内線 6,748          5,392          5,118          4,620          4,731          5,314          5,277          4,816          5,035          5,139          4,859          
国際線 50               39               39               3                 2                 6                 2                 -                  7                 4                 -                  

着陸回数合計 6,798          5,431          5,157          4,623          4,733          5,320          5,279          4,816          5,042          5,143          4,859          
国内線 1,070          945             883             760             684             670             720             730             734             765             781             

乗客 531             465             435             378             338             333             357             359             365             382             391             
降客 539             480             449             382             346             337             363             371             370             383             390             

国際線 14               9                 10               1                 1                 1                 1                 -                  2                 1                 -                  
乗客 7                 4                 5                 0                 0                 1                 0                 -                  1                 0                 -                  
降客 7                 5                 5                 0                 0                 1                 0                 -                  1                 0                 -                  

乗降客数合計 1,084          954             894             761             685             671             721             730             736             765             781             
国内線 5,035          4,068          3,826          3,142          2,506          2,110          2,338          2,084          1,880          1,532          1,852          

積込 3,514          2,819          2,911          2,430          1,690          1,521          1,823          1,612          1,419          1,148          1,248          
取卸 1,521          1,249          915             712             816             589             515             472             461             384             604             

貨物取扱合計 5,035          4,068          3,826          3,142          2,506          2,110          2,338          2,084          1,880          1,532          1,852          
国内線 438,327      459,066      160,070      79,690        45,535        42,239        39,924        41,122        40,759        42,615        43,124        

積込 346,782      366,695      84,267        43,800        41,291        42,236        39,924        41,122        40,759        42,615        43,124        
取卸 91,545        92,371        75,803        35,890        4,244          3                 -                  -                  -                  -                  -                  

郵便取扱合計 438,327      459,066      160,070      79,690        45,535        42,239        39,924        41,122        40,759        42,615        43,124        

着陸回数
（回）

乗降客数
（千人）

貨物取扱量

（t）

郵便取扱量

（Kg）
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女満別空港周辺エリアにおける観光地

北見市
おんねゆ温泉/

北の大地の水族館

大空町
道の駅メルヘンの丘 斜里町

知床五胡

斜里町
知床自然センター

根室市
納沙布岬

女満別空港

佐呂間町
サロマ湖

網走市
オホーツク流氷館/
天都山展望台

紋別市
流氷砕氷船ガリンコ号Ⅱ

紋別市
オホーツクとっかりセンター

網走市
網走刑務所

網走市
博物館網走監獄

網走市
網走湖

網走市
流氷観光砕氷船おーろら

斜里町
オシンコシンの滝 斜里町

ウトロ温泉

網走市
能取岬

(出典) 観光サイトより網走・北見・知床・釧路・阿寒・根室・川湯・屈斜路の観光スポットを抜粋（自然現象および釧路市海岸沿い除く）

釧路市
阿寒湖温泉/

阿寒湖アイヌコタン

弟子屈町
摩周湖

美幌町
美幌峠

弟子屈町
川湯温泉/
硫黄山

弟子屈町
屈斜路湖

釧路市
鶴居・伊藤

タンチョウサンクチュアリ

釧路市
阿寒湖/

あいすランド阿寒

釧路市
阿寒国際ツルセンター

中標津町
開陽台展望館

空港から
半径

約80km
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女満別
空港

網走駅 ウトロ温泉 博物館
網走監獄

おんねゆ温泉
北の大地の
水族館

オホーツク
流氷館

知床五湖 神の子池 オシンコシン
の滝

美幌峠

女満別
空港

リムジンバス
約30分
910円(1
日13往復)

車
約100分

リムジンバス
約30分
910円(1
日13往復)

車
約80分

車
約20分*

車
約110分

車
約90分

車
約90分

車
約40分

網走駅 車
約90分

リムジンバス
約20分
170円(1
日13往復)

車
約90分*

車
約10分*

車
約100分

車
約90分

車
約80分

車
約1時間

ウトロ温泉 車
約90分

車
約160分

車
約90分

車
約20分

車
約100分

車
約10分

車
約110分

博物館
網走監獄

車
約90分

車
約10分

車
約110分

車
約100分

車
約80分

車
約50分

おんねゆ
温泉

車
約90分

車
約180分

車
約160分

車
約150分

車
約90分

オホーツク
流氷館

車
約100分

車
約90分

車
約80分

車
約50分

知床五湖 車
約120分

車
約30分

車
約130分

神の子池 車
約90分

車
約90分

オシンコシン
の滝

車
約100分

(*) 公共交通機関もあり得るが、車での移動より30分以上かかる経路

上の表は、旅行サイトで人気の高い観光地を取り上げ、観光地間の交通手段及び所要時間を整理したものであるが、
大半の観光地が公共交通手段では接続されておらず、移動時間も相当要していることが分かる。

主な観光地から観光地までの交通手段



11(出典) 平成28年度 観光客動態・満足度調査報告書、平成28年度オホーツク管内観光入込客数（本編）

旅行の申込方法の推移 月別外国人宿泊客延数

(n=653)

• 北海道「観光客動態・満足度調査（平成28年
度）」の調査結果によると、北海道を訪問する訪
日外国人の旅行形態は徐々に個人旅行に移行
しており、平成28年度には訪日外国人全体の
53.3%が個人で直接手配している、つまり外国人
観光客のFIT化が進んでいると考えられる。

• 個人旅行者は、一般的に自由度が高い旅行を好
むため、こうした個人手配型への移行が進むにつれ
て、レンタカーや公共交通手段が移動手段として
選択される機会が増えていくものと思われる。

「平成28年度オホーツク管内観光入込客数」による
と、外国人宿泊客延数が2月に集中していることが見
て取れる。流氷等で既に知名度が高い冬以外のプロ
モーションが必要と思われる。



12(出典) 平成28年度 観光客動態・満足度調査報告書

• 北海道「観光客動態・満足度調査（平
成28年度）」の調査結果によると、多くの
国でインターネットを旅行先を選ぶ観光情
報源としていることが分かる。

• また、香港やヨーロッパは家族・友人の口コ
ミも一定程度シェアがある他、韓国ではブロ
グやネット掲示板なども参考にされている。

• 観光客が個人で旅行を手配するようになる
につれ、旅行代理店等を介した接点は自
然と減っていくこととなるため、こうした、国ご
との特徴も踏まえた上で、ターゲットとする観
光客層に効果的にアプローチできるマーケ
ティング・プロモーションが不可欠であると言
える。

旅行先（北海道）を選ぶ決め手となった観光情報

居住国・地域別でみた旅行先（北海道）を選ぶ決め手となった観光情報
(n=101)
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オホーツクの抱える課題
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（課題/ 個人向けのアクセス手段の不便さ、施設整備はもとより観光地に辿り着
くまでの一貫した案内がなく広域連携が全く整備されていない）：二次交通、エア
ポートをゲートとした動き等、役割分担や機能性を活かした女満別空港を拠点と
した周遊環境の整備が必要

（課題/ 特に冬以外のシーズンにおけるコンテンツ不足）：「今あるものを強化す
る」もしくは「新しいものを造る」、コンテンツの明確化、コンテンツの受け入れ態勢の
整備（キャパシティ、外国人対応）等

（課題/ 情報発信の不足・情報過疎により、認知度が低い）：情報共有の仕
組み構築が不可欠であり、個人客が多い以上、ひがし北海道全体をデータベース
化すること等が考えられる

二次交通の充実

魅力的な観光素材の創出

情報発信の強化

（課題/ 上記を打開する担い手（発起人）、仕組み、組織が不在）：行政か
らの資金拠出は難しく、道主導での動きを待つよりも上記課題の解決に意欲的な
担い手の発掘やそれを支える仕組み・組織の整備が必要

担い手・仕組み・組織
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①二次交通の充実
利用者目線での効率的な移動手段の確保とわかりやすい情報の発信

交通インフラそのものの課題：
• ひがし北海道の全般的な構造的問題として、観光スポットが点在しており距離があることから、地上交通での移動時間が長い。その
上、広範囲に渡る観光地等を網羅、あるいは直結する公共交通網（鉄道・バス路線）が未整備もしくは利便性に欠けることから、場
合によってはレンタカーやタクシー等の個人手配が必要となっている。

交通情報を提供する情報インフラの課題
• 現在、レンタカー以外の2次交通の経路・時間・料金などを効率的に検索する方法がなく、観光客目線で見た場合に、観光地まで
のアクセス方法がわかりづらい現状がある。 一元化された情報が、空港や駅、SNS等に整備されていることが必要と思われる。ビッグ
データの解析結果の活用や二次交通の整備等が考えられるが、原資がないとなかなか前進しないというのが現状である。

『ひがし北海道の玄関口「女満別空港」を軸としたオホーツク地域の観光ビジョンに関する地域協議会』において協議委員等から様々な
課題が挙げられた。以下①～④は、それらの中から主な意見をとりまとめたものである。

②魅力的な観光素材の創出
ターゲットに合わせた適切なコンテンツ設定と十分な受け入れ体制の整備

適切なコンテンツ設定

• 食・景観・温泉等、豊富な資源を有しながらも、多くの観光客が滞留する宿泊施設や観光地が乏しく思われている。その上、
観光バスやレンタカー客は移動距離も長いため、周辺の地域を観光する場合も、オホーツクは通過地点としてみなされてしまい、
結果として経済効果が少なくなっている。

受入体制等の整備

• 元々、団体利用の多い地域であったため、団体向けのコンテンツは型になっているものが多かった。しかし、個人旅行者の増加に
伴い、従来の観光地以外にも行先が生まれ、体験型観光など個々人のニーズは拡がるであろうことが容易に想像できる。従って、
今後のブランディングに向けた各コンテンツのキャパシティや受入れ体制等について整備を進める事が重要となる。また、地域
全体への還元のため、各施設の利用増加に繋げていくことで、滞在時間の延長、宿泊日数の増加に結びつけていく取組も必要
である。入込者数や宿泊者数だけに捉われることなく、客単価を上げていくことができる受け皿を増やしていくことが不可欠。
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③情報発信の強化
情報の一元化による利便性向上と多言語対応など利用者視点での改善
情報サイトの利便性向上

• ひがし北海道広域観光周遊ルートや情報をポータルとして施設情報、食、モデルルートを集約したサイトとするなど、一元的な情
報の整備を進めることで、利用者にとってより分かりやすく、簡単に必要な情報が手に入る基礎づくりを進めることで、より効果的
な情報発信の強化につながる。

SNS等、個人観光客に向けた効果的なPRツールの活用

• 情報サイトの利用では、団体型から今後個人・グループ型に変化するにつれて、SNSの利用が増えることが想定される。従って、
これらも含めた多様なPRツールを効果的に活用することが重要であると考えられる。インフルエンサー等を活用した情報の発信・
拡散も効果的である。

その他

• 外国人旅行客の増加に伴い、今後さらに中華圏が増えていくことが想定される中、英語のみならず多言語対応は重要なポイン
トとなる。

• Wi-Fiの整備についても、現状は場所によって整備の状況に差があることが課題として挙げられており、情報の一元化と共にその
情報を“どこに居ても手に入れられる”ように通信状況の整備も同時に必要となってくる。

④担い手・組織・仕組み
施策を実行する担い手の育成や組織の整備、それらを支える仕組みづくり

• 地域にとっていかに課題が明らかで、施策もある程度見えていたとしても、実際に実現するとなった際には、ヒトもカネも必要となる。
従って、観光振興、地域活性化を牽引する人材育成と登用、加えて、継続性を担保できる収益の出る事業体制、大量輸送・
消費体制からFIT、高単価消費に対応できる新たな受け入れ体制などが必要となってくる。具体的には、推進事業者の設置・
誘致やプレイヤーを育成していくための仕組み（組織）作りなどが想定される。
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課題解決の方向性
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• 移動時間も楽しめる仕組みや時間を有意義に使うための道内移動手段の開発・整備（例：観光列車、レス
トランバス・リムジンによる周遊、キャンピングカー等のレンタル、レンタサイクル、寝台列車など）

• 航空機利用への転換促進等による移動時間の削減
• レンタカー冬道講習会等による安全運転注意喚起や、冬道用ナビの開発、荒天時の緊急体制の整備
• 複数交通機関を統合する情報検索システムの構築とメンテナンス体制整備による情報精度の維持、観光ス
ポット等と移動手段を組み合わせた情報の発信・表示

• 目的型地域回遊型の自転車ツーリズムで観光コンテンツ創出兼公共交通網の補完
• 季節変動に対応できるリスクの少ない体験型観光の創出（例：農産物の加工場を使った体験サービスなど）
• ターゲットの観光スタイルなどに合わせた効果的かつ適切なコンテンツ設定
• 自然・景観・食・体験・産業等、豊富で魅力的な素材を広域的な視点でメニュー化し、選択肢として提供する
仕組みづくり

• 今後のブランディングに向けた各コンテンツのキャパシティや受入れ体制等の整備

• 施設情報、食、モデルルートなどの情報を集約したサイト整備など、一元的な情報整備を進め、利用者にとって
より分かりやすく、簡単に必要な情報が手に入る基礎づくりを推進することで、効果的な情報発信を強化

• SNS利用も含めた多様なPRツールの効果的な活用、インフルエンサー等を活用した情報の発信・拡散
• 多言語対応、Wi-Fiの広域整備など増加するインバウンド客の受け入れに伴う環境整備

二次交通の充実

魅力的な観光素材の創出

情報発信の強化

• 観光振興、地域活性化を牽引する人材育成と登用、継続性を担保できる収益の出る事業体制、大量輸
送・消費体制からFIT、高単価消費に対応できる新たな受け入れ体制の整備（具体的には、推進事業者の
設置・誘致やプレイヤーを育成していくための仕組み/組織作りなど）

担い手・仕組み・組織
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成功事例を含む施策案
～産官学金で一丸となった連携～



広域観光周遊ルートとは、共通テーマやストーリー性をもたせることで、来訪者に複数日滞在、広域周遊を促す観光ルート
のことである。おもに外国人観光客を対象としており、長期滞在に限らず、リピーター数を増やし、域内観光消費を喚起する
効果が期待される。
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２）広域観光周遊ルートの整備

• 半日、終日周遊
• タクシー、サイクリング
• 夏／冬ルート

• 宿泊拠点
• 食事
• お土産

• 自然景観
• 体験型コンテンツ
• コースアレンジ

女満別空港
到着

周遊拠点の
起点・終点

FITニーズに
応える仕掛け

航空会社
と連携

観光資源の
ブランド化

参・学による
ノウハウ活用

情報発信、乗継に関する連携 等

FITを対象とした
体験型コンテンツの拡充 等

FITを対象とした
体験型コンテンツの拡充 等

１）オホーツクのイメージアップとそのブランド化

• オホーツク管内の18市町村で構成する「オホーツクイメージ戦略推進委員会」では、世界自然遺産知床や流氷などの類
い希な自然のほか、農業産出額全道2位、木材・木製品出荷額全道1位、漁業生産額全道1位と道内有数の豊富
で良質な農林水産資源を有する「オホーツク」のイメージアップ・浸透、ブランド化を図るため、「オホーツクイメージ発信プ
ロモーション事業」を実施している。

• 多様な魅力を持つ「オホーツク」のイメージ発信と併せて、北見ならば、 焼肉・タマネギ・ハッカ、 網走ならば食や流氷、
知床は自然・体験をといったように、 個々の特徴に着目し、それを手がかりに誘客を図り、相乗的に効果を高めることが
必要である。

• オホーツク海に面している網走・紋別は冬季の根強い流氷観光をはじめとし、流氷の恩恵を受け育った豊富な海産物が
ある。また、花の季節になると、滝上の芝桜や網走の水芭蕉など、多種多様な花が咲き誇る。夏のフルーツなど冬以外に
も魅力的なオホーツクの認知度向上へ向けて情報発信が必要である。
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上川町と網走市の中間に位置
する北見市の立地的優位性を
生かし、体験型観光素材や昼
食、ショッピング等の魅力あるコ
ンテンツ整備により、「通過」では
なく、旅行中に北見市に立ち
寄ってもらい「着地」してもらうた
めの、新しい滞在モデルプランの
整備を行い、グリーンシーズンに
おける北ルートの確固たるポテン
シャルを見出すため、本年度か
ら2か年事業で、網走市・上川
町と連携し、専門家の助言を受
けながら、民間事業者とともに
層雲峡から網走までの、国道
39号線のモデルルートを策定し
「北見市内立ち寄り」のためのコ
ンテンツについて、官民で協議を
繰り返し、次年度へ向けて商品
化を目指している。

２）広域観光周遊ルートの整備 ～北見市の例～

(出典) 北海道北見市「食＆観光」ガイド オフィシャルWEBサイト
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３）オホーツク地域サイクリングブランド化

目的
海外からサイクリストを呼び込むことで、食や景観、
体験等の地域の魅力を最大限に発揮させ、オホー
ツク地域観光の活性化・ブランド化を図る

期待される効果

• オホーツク地域の滞留日数が増える
• 冬以外の季節に呼び込む 『交流人口増』
• 観光産業の活性化
• 観光に係る雇用創出、定住化

サイクリストの呼び込みが効果的とされる理由
1. オホーツク地域は梅雨が無く交通量の少ない道路環境など、サイクリストが欲する最適な環境を有している

2. 美しい景観、魅力的な食、信号が無く広い道路など、サイクリストが求める魅力的なコンテンツを有している

3. サイクリスト特性＝面の観光による地域の魅力を発信する機会が増え、お金が落ちる場所が増える

（左） サイクリングの国際大会
（右） 網走観光部観光課が発行している

サイクリングロードマップ
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３）オホーツク地域サイクリングブランド化 ～サイクリングロードの例～

(出典) オホーツク地域サイクリングブランド化推進協議会 オフィシャルWEBサイト
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情報を共有する仕組みの実現
• 大規模データの収集と共有
• 客観的データ分析とその利用
• 双方性の高い情報アクセス環境
• オンデマンド型情報ポータル

４）データの相互活用
情報科学を活用したコンテンツツーリズムの実証

生活情報、イベント情報、観光地情報、施設情報、宿泊施設情報、交通情報など、
その地域で観光客が必要としうるあらゆる情報を収集し、共有することのできる情報共
有ポータルを実現し、情報発信だけではなく、その分析や活用にもつなげられることが
期待されている。

(出典) 北見工業大学桝井准教授「オホーツク型着地型観光を目指して 情報科学を活用したコンテンツツーリズム構想」
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５）新たな地域観光資源の創出
オホーツク観光大使 結月ゆかり

“女満別空港ビル応援キャラクターである結月ゆかりは、ボーカロイド（歌うソフト）、ボイスロイ
ド（読み上げソフト）の仮想アイドルであり、既に大規模な市場が存在し、相当数の固定ファ
ンがいる。オホーツク観光大使の任命式はニコニコ生放送で実況され、ブログ視聴者数４７
万人、ブログの反応数は２万３千人にも及んだ。こうしたファンたちが「聖地」となる女満別空
港、今後「聖地巡礼」の拠点となっていくオホーツク地域を回れば、さらなる情報発信源となるこ
とが期待される。7月にはドイツのベルリン講演にも呼ばれ、声優とともに出演、２，３千人を
集客した。版権という課題はあるが、結月ゆかりにカーリングをさせてほしいといった要望もあり、
例えば、結月ゆかりの歌うＰＶの背景にオホーツクの風景を取り入れるなど、リアルな資源を
バーチャルである結月ゆかりが発信するといったような様々な情報発信を検討しうる。”

(出典) 北見工業大学桝井准教授「オホーツク型着地型観光を目指して 情報科学を活用したコンテンツツーリズム構想」
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まとめ

担い手
組織
仕組み

二次交通
の充実

魅力的な
観光素材
の創出

情報発信
の強化

「北海道内７空港特定運営事業等」については、2017年9月にマーケットサウンディングが終了し、2018年3月、4月にはそれぞれ実施方針、募
集要項の策定・公表が予定されている。これを機に、地域の課題や想いを発信すべく、本観光ビジョンを取り纏めるものである。

2017年11月、LCC大手のピーチ・アビエーションが釧路空港と関西国際空港を結ぶ路線を2018年８月に就航すると発表し、道東地域で初と
なるLCC就航が決まった。これは、女満別空港にとってもチャンスといえる。いかにしてこの波及効果をオホーツク全体に拡げていくか（広域周遊）、
あるいは新たな需要を生み出し取り込んでいくかを地域が一丸となって考える必要がある。また、コンテンツとして体験型が急増したり、顧客の多様
化が進むなど、観光のスタイルも変化していくなか、対応するスタッフなどその受け皿の整備も必要となっている。

前段で挙げてきたような課題は、これまでも存在していたものであり、地域では既に認識あるいは方策まで見えているものも少なくはない。一方で、
実際に解決しようとなるとヒト・モノ・カネの課題が存在し、「誰が」それを実行するのかという担い手や、「どのように」それを実現するのかという仕組み
が不足しているために、すぐには解決できないというのが実情といえる。

行き着くところは、担い手の発掘や仕組み・仕掛けづくりということとなるが、予算の中で、いかに観光を商売とし儲かる仕組みを作っていくことが重要
な視点となる。官民連携も含め、観光事業者だけに留まらない多様なプレイヤーが企画参加しながら、意見を出し合う仕組みや過程づくりを整備
し、この地域の観光事業というものを編み上げていくことが必要である。基本的には、こうした取り組みは「投資」であり、将来的にビジネスとして成り
立つように磨き上げていくほかない。
多様な関係者の関わりを促す仕組みとしては、旅行予定者が企画段階で情報を入手しやすいように、
例えば、食をテーマにしたプラン、料金別プランなど、複数のモデルプランを示すことが考えられる。こうした
モデルプランが確立されれば、そのうちの一部、例えば宿泊施設は事業者Aが担い、拠点間交通は事業
者Bが担うなど、具体的な連携や実行に関わる議論が可能となる。

また、参考事例として、東北の復興や紫波町の例など、その土地に生まれ育った人たちが戻ってきて、
培ったノウハウや専門性を活かして、新たな事業の担い手・発起人となることがひとつの有効な例として挙
げられ、それを行政が支援していくというパターンは成功例になりつつある。

今、地域の実情や課題を客観的に理解し、地域の活性化に寄与したいという思いを持った担い手が求
められている。但し、本ビジョンの実現は、行政のみあるいは民間事業者のみで進められるものではなく、
観光事業者や関係団体、地域、市などが、各々の立場からできることを積極的に取組むとともに、相互
に協力・連携しつつ推進していくことが重要である。

女満別空港をひがし北海道のゲートウェイとして活用しながら、オホーツク全体を盛り上げていきたい。

ひがし北海道の玄関口「女満別空港」を軸としたオホーツク地域の観光ビジョンに関する地域協議会


	女満別空港地域観光プラットフォーム�観光ビジョン（中間とりまとめ）
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26

